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読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

こちらに引っ越して来

て一年。『こがも』は内

容豊富で参考になり、

助かっています。

（Mさん・60代）

忘年会特集で12月の

忘年会の計画がはかど

りました。久しぶりに会う友人との忘年会の

場所を探していたため、大変有意義な企画を

見ることができました。      （Wさん・20代）

イルミネーションなどク

リスマス気分が高まる

内容で子どもたちとワ

クワクしながら読みま

した。

（Tさん・30代）

季節に合った特集や情

報がコンパクトにまとまっていて、やはり紙

媒体がいい！これからも応援しています！

（Tさん・50代）

リニューアルオープンに

あたり、表紙、巻頭特集、

１ページ広告を2誌掲載

の「ぼてこ安城本部店」。

QR読み込み数が1カ月

で175件でした。「『ちる

るくらぶ』を読んで初め

てリニューアルを知っ

た！」など、喜びの声を

多数いただきました。

清水区の喫茶店が駿河

区版にて掲載。一番人気

のパンケーキを打ち出し

エリア外訴求を図ったと

ころ、1/8枠ながら175

件のQR読み取りや21

件のクーポンバックがあ

りました。新規集客と認

知拡大ができたとお喜

びいただいています。

狙いを定めて
エリア外からも
高い反響

多面掲載で
反響を
アップ！

万件突破!!40
ダウンロード数

件400,015
2023年12月23日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS12.1以上　Android : 6.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への
広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！「HAPPY MEDIA GUIDE」

vol.221
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.106
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.82
40,000部
20日発行

大崎市

vol.105
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

578,680部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県

vol.118
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.99
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.214
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.185
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.211
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

11,147,544
※情報は2023年12月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を12月21日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い1月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください。

31都道府県134誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

また、「初めての出稿なので、もっと細かく相談したい！」や
「成功事例について詳しく聞きたい！」など、
地域での販促に関するご相談もサイト内
「お問い合わせ」よりご連絡ください。

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.74

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.626

奈良版

県内
総発行部数

228,200部
県内発行
媒体数

2誌

山形県 先月より144,200部増

336,250部
29日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1732
宮城版

144,200部
22日発行

山形市・上山市・東村山郡
山辺町・村山市・天童市・
東根市・尾花沢市・北村
山郡大石田町・寒河江市・
西村山郡河北町・西川町
・大江町・朝日町・中山町

vol.1
山形

vol.119
63,000部
25日発行

伊勢崎市

中川版

vol.159 83,800部

83,200部

南区版

vol.136 52,600部

西区版

vol.157 54,565部
中村版

vol.161 58,700部

名東版

vol.141 63,000部

港区版

vol.153 60,450部

北区版

vol.153 59,700部

vol.143 vol.13768,200部

天白版

vol.137 56,350部

愛知県 先月より300部増
県内

総発行部数

2,348,154部
県内

世帯到達率

67.2％
県内発行
媒体数

33誌

vol.7
182,500部
第１金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.33

名古屋市総発行部数

824,565部
市内世帯到達率

69.4％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.87

増
刷

vol.94
84,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

vol.103
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.227
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

県内
総発行部数

86,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県 先月より1,000部増

vol.93
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.127
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.170
62,000部
25日発行

日立市

vol.122
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.91
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.82
50,000部
25日発行

太田市

vol.15
33,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村・中島村

82,000部
25日発行vol.236

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町甲府・甲斐

中央・昭和版

vol.236
21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

vol.640
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

vol.314
120,000部

25日発行
高崎市

県内
総発行部数

1,066,690部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県 先月より180部増

県内
総発行部数

459,770部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県

vol.106
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.97
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.40
44,000部
20日発行

深谷市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.119

vol.106
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

63,000部
20日発行

53,500部
30日発行

32,812部
25日発行vol.187

敦賀市・美浜町

vol.99
上越市・妙高市

県内
総発行部数

32,812部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

vol.69

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県

61,500部
25日発行vol.117

三条市・燕市
加茂市

459,770部
22日発行

横浜市磯子区・港北区・神
奈川区・中区・南区・港南
区・鶴見区・中原区・青葉区
・緑区・都筑区・旭区・保土
ヶ谷区・川崎市幸区・川崎
区・東京都大田区・品川区

vol.1731
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1730
81,340部
15日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1730
50,910部
10日発行

足立区
東京北東版

vol.1730
248,540部

15日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1729
159,790部

8日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1729
187,620部

8日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

102,380部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1730
51,470部
10日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

37,000部
25日発行vol.137

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

34,000部
20日発行vol.125

韮崎市・北杜市

vol.66

vol.182
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.208

44,600部
25日発行

vol.236
44,970部
25日発行

多治見市

vol.343

75,200部
25日発行

【かに版】
43,961部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,239部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.206
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.233

vol.82
24,990部
25日発行

羽島市

vol.202
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.176

196,481部
20日発行

【北部版】
76,334部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
120,147部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.249

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

515,120部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.139
34,800部
最終土曜日発行

富士宮市

vol.334
62,400部

月末発行
沼津市

vol.372
73,000部

月末発行
富士市

vol.286
69,900部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.181
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

740,531部
県内

世帯到達率

88.8％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.334
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.385

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

静岡市駿河区

vol.104
79,550部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.101
76,170部

第3または第4土曜日

清水区版

葵区版

駿河区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.73
68,300部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

vol.209
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.127
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.159
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.189
104,229部

28日発行
津市

vol.184
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.98
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

460,138部
県内

世帯到達率

74.1％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県

vol.200
56,800部
25日発行

長浜市・米原市

vol.225
68,767部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.155

75,128部
25日発行

【近江八幡版】
35,018部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,110部

【東近江版】
東近江市

vol.64

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.58

vol.1185
114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.1224
vol.1223
京阪北版

府内
総発行部数

120,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,930部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府

120,000部
最終金曜日発行

京都市山科区・伏見
区・宇治市・城陽市
久御山町

京都版

285,000部
第2・4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.134

119,960部
25日発行

【北部版】
55,100部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.870
vol.869 184,930部

第1・3金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.67
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

8
周
年

vol.74
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

vol.138
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.97

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.74

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.106

vol.90

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.94

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.81

28,700部
第3金曜日発行

知立市
vol.75

清須・あま版

一宮・稲沢版

vol.78
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.283
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.62
59,900部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.138
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.130
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.19
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.238
73,900部
25日発行

半田市

vol.34
40,000部
第3金曜日発行

安城市

vol.35
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.112
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

海部・津島版

岩倉・北名古屋版

vol.106

vol.130

vol.195

124,003部
28日発行

【北部版】
59,013部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

県内
総発行部数

624,569部
県内

世帯到達率

80.1％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.214
70,590部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.87
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.118
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.94

県内
総発行部数

72,400部
県内発行
媒体数

1誌

香川県 先月より4,000部増

72,400部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.99

県内
総発行部数

36,830部
県内発行
媒体数

1誌

高知県

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県

vol.110
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.104
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.138
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

36,830部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.93

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.3％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.130
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.386
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.103
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部vol.208

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.46
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

サイトで今
解決！

サイズ別料金が知りたい

見積もりが今スグ欲しい

32
周
年

15
周
年

12
周
年

8
周
年

増
刷

vol.149
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

N
E
W

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=6825d9a06e5f49324dbef316c1d1c04a
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb


Chuco Works

街の元気を誌面で届け続けます

より伝わりやすい広報物制作のポイントを解説 地域みっちゃく
生活情報誌®

名古屋市にて広報セミナーを実施

老舗から新店まで、激戦区のラーメン店を紹介 地域みっちゃく
生活情報誌®

今年は年越しそばならぬ「年越しラーメン」！

N0.120部署だより

　私事ですが、今年こそ何度目かのダイエット

に取り組もうと思っています。ひとたび目標を口

にすると、友人が「応援するよ」と言って、達成の

ために取り組んだ方がいいことや、思考を切り

替えるための書籍などを勧めてくれました。です

が、昨年までは「そんなジャンルの本読んだこと

ない」「運動はできる気がしない…」と、言い訳ば

かりが並びました。そんな私に対して「新しいこ

とにチャレンジするからこそ、新しい結果を得ら

れる」とバッサリ。甘えが過ぎる自分が恥ずかし

い。新しい結果を得たいのであれば、チャレンジ

しかない。現状に甘んじていては、今まで以下の

結果しか得られない。これはビジネスにおいて

もしかり。

　2024年がスタートしました。ダイエットはさて

おき、掲げた目標・予算を成し遂げられるよう、変

わるためのチャレンジを惜しまず進めましょう！

（広報・PR室　岡本）

　創刊から続く人気コーナー「わたしのまちのキラッとさ

ん」。埼玉県熊谷市で活躍するキラッとした人を紹介する記事

コーナーです。2023年11月号をもってめでたく連載100回

達成を記念し、11月19日（日）「100人のキラッとさん同窓

会」を開催。歴代ライター4人とさまざまな職種のキラッとさ

ん34人が集まり、楽しい会となりました。

　最近ラーメン激戦区に

なりつつある、『まいなぁ

が』発行エリアの和歌山

県岩出市。近年のラーメ

ンで大晦日を迎える需

要に応えるべく、巻頭特

集では「年越しラーメン」

企画を実施。全国区で有

名なラーメン店から、地

元住民だからこそ知る

隠れた名店まで。『まいなぁが』が厳選の5店舗を紹介しました。

　掲載店舗からは「発行後、掲載していたメニューの注文が格段に増えた！」や

「クーポンをたくさん使ってくれている」など、喜びの声をたくさんいただきまし

た。表紙にも掲載のラーメン店の写真を使用し、読者の興味を惹く工夫を施した

12月号となりました。

（まいなぁが編集室・樫尾）

　犬猫の殺処分ゼロの達成・維持に向

けて、動物愛護に関わる啓発をしている

名古屋市健康福祉局健康部食品衛生課

より、2023年度「犬猫殺処分ゼロに向

けた広報業務」 を受託いたしました。過

去、啓発手段として交通広告やウェブ広

告を利用していましたが、今年度は名古

屋市全域をカバーし、家庭に一軒一軒手配りしている地域みっちゃく生活情報誌®

『NAGOYA FURIMO』にて動物愛護啓発（犬猫の譲渡会）を訴求。

　詳しい情報はLP（ランディングページ）に集約し、誌面はLPへ誘導するための窓口

として制作。発行から10日間でQRコードの読み取り回数は1,000回を超え、多くの読

者が動物愛護への関心を持つきっかけを作ることができました。

　そのほか、動物病院や動物愛護に関わる団体で掲示するポスターや、ターゲットご

とにデザインを変更したInstagram広告画像の制作・広告配信を予定しています。誌

面を活用したウェブサイトへの誘導・ターゲットに合わせたさまざまなセールスプロ

モーションは当社へお任せください。　　　　　　　　　　　　（名古屋AP課・竹内）

　名古屋市瑞穂区の役所職員を対象

に広報の基本をテーマとした研修を、

事業開発室佐藤と中川で10月19、24

日の2日間実施しました。広報は各部署

の事業を住民のみなさんに周知する

ために重要な役割を担います。研修は

広報の定義共有から始まり、広報媒体

の選び方、ターゲットの設定方法、原稿

の構成方法や掲載時の確認事項を、実

際の制作事例や経験談を交えながら伝えました。

　後半はワークショップを実施し、講義内容を参考にグループでイベントチラシを制

作。そのワークショップで参加者からさまざまな質問が飛び交い、職員同士でも制作

時の工夫を交換しあうなど活発な意見交換が行われました。名古屋市からは「職員に

とって有意義なセミナーを開催していただきました」との言葉をいただきました。今後

も当社の実績やノウハウをいかして地域に還元していきます。

（事業開発室・中川）

16年続く『高崎ぐるめがいど』今年も発行 イベント

観光客も活用できる設置型パンフレット
　高崎駅周辺は商業施設だけで

なく飲食店が多くあり、夕方にな

ると飲み歩く人々でにぎわいま

す。『高崎ぐるめがいど』は、駅周

辺の宿泊施設20カ所に設置のご

協力をいただいており、新型コロ

ナウイルスの5類移行から初めて

発行を迎えました。飲食店だけでなく、土産物店や不動産企業など、今年も多くのクラ

イアントからご賛同いただき、16年間、毎年欠かさず掲載してくださるクライアントも

いるほど、ご好評いただいております。初めて高崎を訪れる人にもわかりやすいよう

に地図やお得なクーポンなども掲載しています。

　ネット検索だと1店舗1店舗確認しないといけないので比較がしづらいですが、

今年の『高崎ぐるめがいど』は、社内で相談をして、営業時間がわかりやすくなっ

たフォーマットに変更。深夜まで営業している店舗も一目瞭然です。紙媒体ならで

はの良さが実感できるでき栄えになりました。高崎駅を利用される際にはぜひ、

『高崎ぐるめがいど』をご活用ください。　　   　　　    （高崎フリモ編集室・清水）

　参加者からは「大勢の『キラッ』に包まれ、目がくらみまし

た」「100人のスライドを見て、いろいろな職種の方が熊谷の

まちを支えているのだと感じました。会場にはすべての方が

参加されているわけではないのに、熱気がすごかったです！」

等の感想が寄せられました。今後も地域で輝く人を発掘し、

地域を元気にしてまいります。 ▲『NAOZANE』1月号の
    表紙を飾る

編集後記

埼玉県『TOWN NEWS NAOZANE』株式会社ピーアイピー

オール中広で名古屋市プロポーザルに参加 地域みっちゃく
生活情報誌®

「犬猫殺処分ゼロに向けた広報業務」受託

株式会社ケイピーエス

▲株式会社ケイピーエススタッフ

▲金華山に臨む研修室で90分の講義を実施

▲11/5（日）岐阜県オレンジリボンたすき
    三川コースごみ拾いリレーに参加

　株式会社ケイピーエスは、愛知県を中心に情

報誌のポスティングを行っています。ポスティン

グ事業を2017年にスタートし、現在、情報誌の

月間配布量は150万部を超え、配布インフラの

構築を進めています。社員4人、パート3人、直委

託配布員約230人の体制です。

　毎月発行エリア内のまっすぐの道、カーブした

道、上り坂、川沿いの道等、すべての道を通り、歩

いて人の手でポストに届けるという業務を行っ

ています。配布員の方は、高校生～80代後半と

幅広く、配布品質の維持向上のため、コミュニ

ケーションをしっかりと取って、活躍していただ

いています。今後はインフラ構築のノウハウをい

かし、配布網を2倍、3倍と増やしていくことと、

情報誌のテレアポコールセンターの立ち上げを

計画しています。

　いつ届くか分からないチラシでは無く、毎月同

じ時期に、同じ家に確実にお届けするという情

報誌の配布品質をさらに高め、情報誌だからこ

そ届けられる価値ある配布を求め、きめ細かい

配布網をこれからも作り続けていきます。

（株式会社ケイピーエス・鵜飼）

児童養護施設の児童たちを
サーカスへ招待、市長感謝状

　当社は岐阜市とシティプロモーションの推進に関する連携協

定を締結しており、市職員を対象としたスキルアップセミナーを実

施しています。

　事業開発室・佐藤、人財開発室・延原が講師を務めた昨年11月

８日のセミナーでは、SNSで役立つ撮影・編集スキルをテーマに、

光、構図、アングルの重要性を伝えたほか、Windowsのデフォル

ト機能を用いた動画編集を解説しました。さらに、後半のワーク

ショップでは研修会場に入る自然光を活用した人物撮影をライブ形式で実施しました。

　参加者25名の事後アンケートでは、セミナーの内容、進め方ともに95%以上が「良かった」と回答。今

後の研修についても前向きなご意見をいただくことができました。

（人財開発室・延原）

岐阜市職員を対象にセミナーを開催

当社では、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいます

▲岐阜本社5階会議室

　2025年卒大学生向けのインターシップを12月18日岐阜

本社、19日名古屋本社で実施。両日で36名の参加がありまし

た。業界セミナーは広告の仕事や基礎知識、自社媒体『ハッ

ピーメディア®』の紹介などをしました。体験ワークでは、『地域

みっちゃく生活情報誌®』の表紙・巻頭特集タイトルや連動企

画内容をグループで話し合いました。学生からは、「経済を動

かす広告業に興味がわいた」、「広告営業は考える能力も必要

だけれど、それが楽しい」など、うれしい声がありました。先輩交流会は和やかな雰囲気で笑い声

も聞こえ、当社の温かい社風も伝わりました。学生たちの将来の夢や就職活動につながる体験会

になれたのなら幸いです。

 （人財開発室・伊藤）

大学生インターシップの実施 

▲（右から）名古屋市　河村たかし市長／
株式会社中広　代表取締役社長　大島斉

　当社は11月4日、名古屋市内で開催された「ハッピードリーム

サーカス」の公演を一日貸し切り、市内の児童養護施設入所児童

や里親家庭をご招待しました。この件に関して、名古屋市の河村

たかし市長より感謝状をいただきました。当社では鑑賞を通じて、子どもたちが豊かな感受性や人間性

を醸成し「生きる力」を育む情操教育の一助となればと考え、今年１月にも三重

県にて同様のイベントを実施しており、今回で２回目の招待となります。当日は

市長にもお越しいただき、子どもたちへのエールとして「頑張らなくてもいい。

自分が熱中できる、好きだなと思えることを見つけて楽しんで欲しい」とスピー

チいただきました。子どもたちからは「くうちゅうブランコがすごくておどろき

ました」「また行きたいです」など、素直な感想が寄せられ、当社としても非常に

うれしい出来事となりました。　　　　　　　  　　　   （広報・PR室　岡本）

　当社の情報誌は、地域の魅力や地域住民に役立つ生活情報の発

信だけでなく、積極的にCSR活動を行っています。

　「地域とともに、地域のために。私たちは情報誌の発行を通じて何

ができるか」と各エリアならではの活動をしています。

　街や公園・河川・海岸・観光名所などの清掃を行う「環境保全活動」

や「教育補助活動」としてインターンシップの受け入れや編集室スタッ

フが教壇に立ち、当社の情報誌を使った特別授業もさせていただきました。今後も各発行エリアで

地域にみっちゃくしたCSR活動を継続し、地域に欠かせない生活情報誌を目指します。

（管理本部・酒井）
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